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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　

４
月
よ
り
松ま
つ

井い 

譲ゆ
ず
る

前
病
院
事

業
管
理
者
の
後
任
と
し
て
病
院
事

業
管
理
者
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
当
院
70
余
年
の
歴

史
の
中
で
も
記
念
す
べ
き
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
と
い
う
一
大
行
事
が

控
え
て
お
り
、
こ
れ
で
足
掛
け
４

年
に
及
ぶ
病
院
建
設
事
業
が
す
べ

て
終
了
し
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら

当
院
の
附
属
診
療
所
と
な
り
ま
し

た
掛
合
診
療
所
で
の
活
動
も
加
わ

り
、
雲
南
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
実
践
の
た
め

に
必
要
な
機
能
が
一
通
り
揃
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
の
30
年
余
の
間

に
、
地
域
で
は
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
が
著
し
く
進
み
、
そ
れ
に

伴
い
医
療
ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
わ

り
、
高
度
な
レ
ベ
ル
の
急
性
期
医

療
と
、
高
齢
患
者
の
ニ
ー
ズ
で
あ

る
慢
性
期
医
療
の
二
極
化
が
よ
り

顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
当
院
の
立
ち
位
置

は
、
雲
南
二
次
医
療
圏
の
現
状
を

鑑か
ん
が

み
、極
度
な
急
性
期
で
も
な
く
、

か
と
言
っ
て
慢
性
期
一い

っ

辺ぺ
ん

倒と
う

で
も

な
い
、
中
間
的
な
存
在
を
め
ざ
し

ま
す
。
松
井
前
事
業
管
理
者
が
市

立
化
の
際
に
お
示
し
し
た
方
針
で

す
が
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
比

較
的
軽
傷
の
急
性
期
に
は
し
っ
か

り
と
対
応
し
、
重
症
症
例
は
隣
接

医
療
圏
の
高
次
医
療
機
関
と
の
連

携
で
最
善
の
治
療
へ
と
繋
ぎ
、
急

性
期
治
療
後
の
慢
性
期
に
お
い
て

も
、
発
症
前
の
状
態
、
環
境
へ
と

戻
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、介
護
・

福
祉
と
い
っ
た
地
域
資
源
と
の
連

携
で
、
在
宅
医
療
を
支
え
る
当
院

地
域
ケ
ア
科
を
中
心
に
、
き
め
細

や
か
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
し
く

院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大

谷 

順
新
事
業
管
理
者
と
協
力
し

な
が
ら
、
こ
の
雲
南
市
立
病
院
の

健
全
な
運
営
に
邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
院
長
就
任
に
際
し
、
今
後

の
雲
南
市
立
病
院
の
運
営
に
関
し

て
、
私
な
り
の
考
え
を
、
“
安
全
・

安
心
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
ハ
ー
ド
面
で
の
安
全
・
安
心

　

本
年
９
月
に
新
病
院
が
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
療
養
お
よ
び
診
療
環
境
が

大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

新
館
棟
は
最
先
端
の
免
震
構
造
で

あ
り
、
災
害
時
に
は
災
害
拠
点
と

な
り
ま
す
。
こ
の
新
病
院
は
、
医

療
、
災
害
対
策
に
お
い
て
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
に
必

ず
貢
献
い
た
し
ま
す
。

２
．
ソ
フ
ト
面
で
の
安
全
・
安
心

　

安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す

る
に
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

が
必
要
で
す
。
医
師
不
足
が
深
刻

な
現
状
で
、
多
種
多
様
な
患
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、
ま
ず
は

総
合
診
療
科
を
担
う
医
師
を
確

保
・
育
成
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

少
な
い
医
師
数
で
も
効
率
的
に
診

療
で
き
る
よ
う
に
、
専
門
看
護
師

等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
、

医
業
分
担
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
医
学
教
育
、実
習
、

研
修
に
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
．
経
営
面
で
の
安
全
・
安
心

　

安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す

る
上
で
、
病
院
の
健
全
経
営
は
必

須
で
す
。
松
井 

譲
前
事
業
管
理

者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

で
、
当
院
は
経
営
危
機
を
脱
し
て
、

現
在
健
全
経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
病
院
建
設
で
大
き
な

負
債
を
背
負
い
、
今
後
経
営
を
圧

迫
し
て
く
る
こ
と
は
必
然
で
す
。

こ
の
難
局
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

現
在
の
経
営
方
針
を
踏と

う

襲し
ゅ
う

し
つつ
、

新
た
な
施
策
を
講
じ
な
が
ら
、
病

院
一丸
と
な
っ
て
、
経
営
努
力
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
３
つ
の
観
点
か
ら
私
見

を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

今
後
の
病
院
運
営
に
は
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

病
院
事
業
管
理
者

大お
お

　
谷た
に

　
　
順
じ
ゅ
ん

院
　
長

西に
し

　
　
英ひ
で

　
明あ
き

　

ご
存
知
の
よ
う
に
地
域
の
医
療

資
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
よ
り
効
率
よ
く
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
し
か
も
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
と
な
る
医
療
体

制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
当
院
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
院
内
で
は
チ
ー
ム
医
療
の
充

実
、
地
域
の
中
で
は
、
他
の
医
療

資
源
と
よ
り
緊
密
な
連
携
を
と
る

こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域

も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
材

確
保
に
関
し
て
は
、
地
域
医
療
の

現
場
を
舞
台
と
し
た
医
学
教
育
に

力
を
注
ぐ
こ
と
で
解
決
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
医
療
職
確
保
の
面

で
田
舎
は
圧
倒
的
に
不
利
で
す
が
、

魅
力
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ

こ
と
は
、
不
利
な
条
件
を
凌
駕
す

る
も
の
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
私
の
後
任
で
あ
り
ま
す

西に
し 

英ひ
で

明あ
き

院
長
を
は
じ
め
、
職
員

と
共
に
、
地
域
を
支
え
る
病
院
、

「
地
域
医
療
日
本
一
を
め
ざ
す
病

院
」
と
し
て
、
熱
意
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
職
務
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
、
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

小児科　副院長

　瀬
せ

島
じま

　　斉
ひとし

【資格】日本小児科学会小児科専門医、日本小児神経学会
小児神経専門医

　島根医科大学（現：島根大学医学部）を卒業後、小児科
に入局し県内外の病院で修業し、再び大学病院で16年間、
臨床、教育、研究に励んだ後、松江赤十字病院勤務を経て、
この度当院に勤務させていただくことになりました。病院
職員はもとより、保育・教育、行政関係者とも力を合わせ
て小児科診療を頑張りたいと思います。よろしくお願いし
ます。

内科　診療科部長

　三
み

宅
やけ

　仁
ひと

美
み

	
【資格】日本糖尿病学会糖尿病専門医、日本内分泌学会内

分泌専門医、日本内科学会認定内科医
　島根大学内分泌代謝内科よりまいりました。雲南地域の
糖尿病・内分泌診療を中心に、地域の皆さんに最善の医療
を提供できるよう全力を尽くしたいと思います。よろしく
お願いします。

地域ケア科　医員

　坂
さか

口
ぐち

　公
こう

太
た

　沖縄県からまいりました。沖縄県中頭病院、沖縄県立宮
古病院で研修をしてきました。雲南の地域医療に貢献でき
るように、明るく元気に楽しく頑張りたいと思います。皆
さん、何卒よろしくお願いします。

整形外科　医員

　梅
うめ

本
もと

　幸
ゆき

葉
は

　島根大学を卒業し、昨年度より島根大学整形外科学講座
に入局し、一年間勤務しました。学生時代の実習で一度、
雲南病院で学ばせていただき、地域に寄り添い、明るく活
発な病院という印象でした。私も地域医療に貢献できるよ
う、日々精進してまいります。よろしくお願いします。

整形外科　診療科部長

　伊
だ

達
て

　宏
ひろ

和
かず

【資格】日本整形外科学会整形外科専門医
　松江市出身です。岡山大学卒業後、関連病院で研鑚を積
み、島根に帰ってきました。専門分野は関節外科、スポー
ツ、外傷一般です。痛みで困る患者さんに寄り添った医療
を心掛けます。よろしくお願いします。

２階病棟　助産師

　𠮷
よし

田
だ

和
わ

貴
き

子
こ

　地域の皆さんのサポートがで
きるよう、日々頑張っていきま
す。よろしくお願いします。

４階西病棟　看護師

　石
いし

田
だ

　浩
こう

介
すけ

　少しでも地域医療の力になれ
るよう努力していきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

２階病棟　看護師

　高
たか

原
はら

　由
ゆ

衣
い

　少しでも早く地域の皆さんの
力になれるよう日々努力しま
す。よろしくお願いします。

リハビリテーション技術科　理学療法士

　花
はな

田
だ

菜
な

々
な

子
こ

　少しでも早く雲南市の皆さんのお
役に立てるよう笑顔で頑張っていき
ますのでよろしくお願いします。

３階東病棟　看護師

　絵
え

馬
ま

　裕
ゆう

介
すけ

　地域医療に貢献でき、患者さ
んに信頼される看護師めざして、
日々努力していきたいと思います。

事務部総務課　事務員

　長
なが

澤
さわ

　　純
じゅん

　事務職員として懇切丁寧な対
応を心掛け、地域の皆さんから
信頼されるよう頑張ります。

３階東病棟　看護師

　門
かど

脇
わき

　綾
あや

香
か

　地域の皆さんに信頼していた
だけるように一生懸命頑張りま
す。よろしくお願いします。

リハビリテーション技術科　理学療法士

　石
いし

原
はら

　智
とも

紀
き

　大東町出身です。地元に貢献
できるように、笑顔で日々頑
張っていきたいと思います。

検査技術科　臨床検査技師

　福
ふく

田
だ

　里
り

沙
さ

　地域の皆さんに信頼していただけるよう
な臨床検査技師になれるように一生懸命
努力していきます。よろしくお願いします。

検査技術科　臨床工学技士

　細
ほそ

川
かわ

　耕
こう

平
へい

　地域医療に貢献できるよう、
日々努力します。よろしくお願
いします。

薬剤科　薬剤師

　曽
そ

田
た

　勇
ゆう

介
すけ

　薬を通して地域の皆さんを支えるこ
とができるように努力していきたいと
考えています。よろしくお願いします。

検査技術科　臨床検査技師

　常
つね

松
まつ

　昂
こう

平
へい

　地元である雲南市で、地域医療
に貢献できるよう頑張っていきたい
と思います。よろしくお願いします。

４階西病棟　看護師

　木
き

村
むら

紗
さ

希
き

子
こ

　地元である雲南市で、少しでも仕事
に慣れて貢献できるように日々頑張りた
いと思います。よろしくお願いします。

リハビリテーション技術科　理学療法士

　嘉
か

本
もと

　侑
ゆう

馬
ま

　地元雲南市で地域医療を支え
る医療人として精一杯頑張りま
す。よろしくお願いします。

３階西病棟　看護師

　高
たか

橋
はし

　美
み

穂
ほ

　地域医療に貢献できるように
頑張りたいです。よろしくお願
いします。

３階西病棟　看護師

　糸
いと

川
かわ

　真
ま

実
み

　地元である雲南市で、地域の
皆さんに貢献できるよう笑顔を絶
やさず、日々精進していきます。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新任医師紹介

新入職員コメント
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雲南病院だより 雲南病院だより

　
３
月
28
日
（
木
）
に
、
高
校
生
を

対
象
に
医
療
現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
今
回
は
８
校
か
ら
32
人
の

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
当
院
の
紹
介
、
医
療
職

の
資
格
取
得
方
法
な
ど
説
明
し
、
そ

の
後
希
望
職
種
に
分
か
れ
医
療
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

手
術
室
の
見
学
や
縫
合
、
採
血
、

血
圧
測
定
な
ど
普
段
で
き
な
い
体
験

を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
セ
ミ
ナ
ー

診療科 診察室
番号

予約の
有無

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

整 形 外 科

診察室
1

再診は
要予約 西　 英明 - 西山 彰博 - 西　 英明 - 西山 彰博 - 西　 英明 -

診察室
2

再診は
要予約 伊達 宏和 - 佐藤 匡哉 - 伊達 宏和 - 伊達 宏和 - 西山 彰博 -

診察室
3

再診は
要予約 佐藤 匡哉 - 檀浦 智幸 - 檀浦 智幸 - 佐藤 匡哉 - 檀浦 智幸 -

診察室
5

再診は
要予約 梅本 幸葉 - - - - - - - - -

診察室
6

再診は
要予約 - - - - 梅本 幸葉 - 松井　譲

（予約のみ） - 梅本 幸葉 -

診察室
16

再診は
要予約 - -

石部 陽二
（リウマチ・膠原病科）

9:00 ～ 14:00
- - - - - -

皮 膚 科 診察室
4

一部
予約 大藤 　聡 - 大藤 　聡 - 大藤 　聡 - - - 大藤 　聡 -

脳 神 経 外 科 診察室
5 - - 大学医師

9:30 ～診察 - - - - - 大学医師
(9:30 ～診察） -

麻 酔 科 診察室
6 大学医師 - - - - - - - - -

外 科
診察室
7 森脇 義弘 - 大谷 　順

( 初診・一部予約 ) - 成田 公昌 - 大谷 　順
（再診・予約） - 成田 公昌 大学医師

（月１回）

診察室
8 春日 　聡 - 奥田 淳三 - 奥田 淳三 - 春日 　聡 - 担当医 -

泌 尿 器 科 診察室
10

一部
予約 井上 圭太 - - 大学医師

予約のみ 13:00 ～ 井上 圭太 - 井上 圭太 - 井上 圭太 -

耳 鼻 い ん こ う 科 診察室
11

一部 
予約 佐野 啓介 佐野 啓介 

14:30 ～ 佐野 啓介 - 佐野 啓介 - 佐野 啓介 
（予約のみ） - 佐野 啓介 佐野 啓介 

14:30 ～

小 児 科
診察室
12 瀬島 　斉 山口 清次 瀬島　斉 - 山口 清次 山口 清次 

(1ヵ月乳健) 山口 清次
瀬島 　斉
山口 清次

（交代）
瀬島 　斉 瀬島 　斉

診察室
13 - 瀬島 　斉

（小児神経外来）
- 山口 清次 - 大学医師 - - - -

(6～8ヵ月乳健・ワクチン外来) (１ヵ月乳健・ワクチン外来)

内 科

初 診 診察室
14

太田 龍一 
遠藤 健史 

（交代）
- 和足 孝之 -

永瀬 正樹 
坂口 公太 

（交代）
- 服部 修三 -

坂口 公太 
笠　 芳紀 

（交代）
-

再 診
診察室
17 予約 服部 修三 - 服部 修三 - 遠藤 健史 - 坂口 公太 - 服部 修三 -

診察室
18 予約 永瀬 正樹 - 太田 龍一 - 笠　 芳紀 - 太田 龍一 - 永瀬 正樹 -

胃 カ メ ラ 内視鏡室 大学医師 - 大学医師 - 山本 　俊 - 遠藤 健史 - 大学医師 -

糖 尿 病 科
診察室
19

予約 三宅 仁美 - - - 三宅 仁美 - - - 三宅 仁美 -

血 液 内 科 予約 - - 大学医師 - - - - - - -

呼 吸 器 科 予約 - - - - - - 代務医師 - - -

循 環 器 科 診察室
20

予約 末廣 章一 - - - 今井 健介 - 遠藤 昭博 - 織田 禎二 -

神 経 内 科 予約 - - 安部 哲史 - - - - - - -

眼 科 診察室
23 予約 - - 大学医師 - - - 大学医師 - 代務医師 -

精 神 科 診察室
24

初診
予約 - - 板倉 征史 - 代務医師 - 今岡 大輔 - 原　 陽一 -

産 婦 人 科 診察室26 今村 加代 - 今村 加代 - 加藤 一雄 - 今村 加代 - 今村 加代 -

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

診療・予約等は（0854）47-7500（代）へ問い合わせください。

○整形外科：再診の方は予約が必要です。電話での予約は、13時～16時にお願
いします。

○禁煙外来：毎週火曜日と木曜日の午前中に外科外来で行っています（要予約）。
○肛門外来：外科外来で行っています。
○緩和ケア専門外来：毎週火曜日14時から外科外来で行っています（要予約）。
○小 児 科：毎週月曜日の午後（要予約）は、15時から小児神経外来を行って

います。
毎週火曜日の午後（要予約）は、６～８ヵ月乳児健診、ワクチン
外来を行っています。
毎週水曜日の午後（要予約）は、１ヵ月乳児健診、ワクチン外来
を行っています。
乳児健診：13時～14時、ワクチン外来：14時～16時
一般外来は火曜日・水曜日の午後は休診となります。

○眼　　科：完全予約制です。コンタクト外来は行っていません。

受　付　時　間
新患受付 午　　前  　８時３０分 ～ １１時００分

午　　後  １３時３０分 ～ １６時００分（午後の診察がある診療科のみ）

再来受付 午　　前  　７時１５分 ～ １１時００分
午　　後  １３時００分 ～ １６時００分（午後の診察がある診療科のみ）

休　　診　　日 　土・日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）
　※救急の場合は、休診日や診療時間帯にかかわらず対応します。

面　会　時　間 　７時００分 ～ ２１時００分
　※上記以外の面会は診療に差支えますので遠慮ください。

雲南市立病院　外来診療担当医一覧表
＜所在地＞
〒 699-1221
雲南市大東町飯田 96-1
Tel  （０８５４）４７- ７５００（代）
Fax  （０８５４）４７- ７５０１

〔ホームページアドレス〕
http://unnan-hp.jp/

平成31年５月１日現在

掛合診療所、波多出張診療所　診療担当表
月 火 水 木 金 土

内　　科
整形外科

午前 笠　 芳紀 坂口 公太 太田 龍一 笠　 芳紀 担当医 担当医
（第 2・4）

午後 笠　 芳紀 整形外来
（第 2・4） 太田 龍一 笠　 芳紀 担当医

（波多診療所）

歯　　科
午前 高橋 尊史 高橋 尊史 高橋 尊史 高橋 尊史 高橋 尊史 高橋 尊史

（第 2・4）

午後 高橋 尊史　　　－ 高橋 尊史 高橋 尊史 高橋 尊史

　雲南市立病院と経営
統合した雲南市立病院
附属掛合診療所の開所
式を、４月１日（月）
に速水雄一市長、大
谷 順病院事業管理者、
笠
りゅう

 芳
よし

紀
のり

附属掛合診療
所長ら関係者、来賓

など約40人が出席し、執り行いました。
　開所式では、新しい看板の除幕を行い、速水市長は

「より地域に貢献できる診療所として運営されること
を願う」とあいさつし、大谷病院事業管理者は「掛合
吉田地域への医療提供をこれまでどおり維持し、住民
の皆様に安心して診療を受けていただけるよう努めて
いく。そして、診療所は総合医の育成場所でもあり、

研修場所として重要性を求められている。ともに医療
人の育成を担っていきたい」と述べました。来賓の山

やま

﨑
さき

正
まさ

幸
ゆき

雲南市議会議長からは「本日より新しい体制で
スタートする附属掛合診療所は、
掛合吉田地域の医療体制を継続的
に確保され、市民の安心の拠り所
となる診療所として期待されてい
るので、一層のご尽力をお願いす
る」と祝辞がありました。
　今後は当院の地域ケア科の医師
を中心にこれまで以上に外来診療
の充実を図るとともに、訪問診療
を拡充し、掛合吉田地域の医療体制を継続的に確保し
ていきます。

の
振
り
返
り
や
１
日
の
ま
と
め
を
行

い
、
参
加
し
た
生
徒
は
「
採
血
体
験

は
今
ま
で
医
療
体
験
を
し
た
と
こ
ろ

で
は
絶
対
に
有
り
得
な
い
こ
と
で
し

た
が
、
本
物
の
注
射
器
を
取
り
扱
え

た
の
で
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
し

て
や
り
が
い
の
あ
る
お
仕
事
だ
と
い

う
こ
と
を
看
護
師
さ
ん
本
人
か
ら
聞

く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し

て
、
体
験
し
て

得
た
こ
と
を
今

後
に
活
か
し
、

将
来
の
進
路
を

決
め
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま

た
、
将
来
の
医

療
従
事
者
を
育

て
る
よ
う
今
後

も
定
期
的
に
開

催
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
春
季
高
校
生
医
療
現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

雲南市立病院附属掛合診療所開所式を行いました

採血体験

手術室見学

振り返り・発表

血圧測定体験




